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平
成
22
年
度
11
月
30
日
付
で
常
用
漢
字

が
２
１
３
６
字
に
増
え
ま
し
た
。
２
級
で

は
、
そ
の
す
べ
て
が
対
象
漢
字
と
な
り
、

高
校
卒
業
、
大
学
、
一
般
程
度
の
レ
ベ
ル

で
す
。

常
用
漢
字
表
の
改
定
に
よ
っ
て
新
た
に

加
わ
っ
た
常
用
漢
字
１
９
６
字
は
す
べ
て

２
級
配
当
漢
字
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
共
通

だ
っ
た
２
級
・
準
２
級
配
当
漢
字
は
準
２

級
単
独
の
配
当
漢
字
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
２
級
試
験
で
も
、
２
級
配
当
漢

字
だ
け
で
な
く
、
準
２
級
配
当
漢
字
か
ら

少
な
か
ら
ず
出
題
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

最
初
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
常
用
漢
字

の
す
べ
て
が
「
読
み
」
と
「
書
き
」
の
問

題
に
出
題
さ
れ
ま
す
。
特
に
重
要
な
の
は

「
２
級
配
当
漢
字
」
で
す
が
、「
準
２
級
配

当
漢
字
」（
３
３
３
字
）
を
使
っ
た
問
題

も
多
く
出
題
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
２
級
配
当
漢
字
に
は
、
例
え
ば

「
𠮟
る
」
と
い
う
漢
字
の
よ
う
に
、
一
見

簡
単
な
よ
う
で
意
外
に
書
け
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。
し
っ
か
り
と
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
（
Ｐ.
128
に
「
２
級
配
当
漢
字
表
」

を
収
録
）。

２
級
の
出
題
領
域
は
、
お
お
ま
か
に
い

っ
て
、「
読
み
」「
書
き
」「
部
首
」
の
三

つ
に
分
類
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
を
も
う
少

し
細
か
く
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
表
の
下
段
の
「
読
み
・
書
き
」
と
は
、

領
域
と
し
て
は
「
読
み
」
も
「
書
き
」
も

含
ま
れ
る
と
い
う
意
味
で
す
。

小
学
校
や
中
学
校
で
習
う
漢
字
の
な
か

に
、
高
等
学
校
で
初
め
て
習
う
読
み
が
あ

り
ま
す
（
「
桜
」
を
「
オ
ウ
」、「
行
」
を

「
ア
ン
」
と
読
む
な
ど
）。
こ
れ
ら
は
２
級

の
「
読
み
」
の
領
域
で
出
題
率
が
高
く
な

り
ま
す
の
で
注
意
を
要
し
ま
す
（
Ｐ.
146
〜

148
参
照
）。

ま
た
、「
部
首
」
の
問
題
も
、
２
級
と

準
２
級
配
当
漢
字
か
ら
多
く
出
題
さ
れ
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。「
書
き
」
の
領
域
で

は
、
常
用
漢
字
の
す
べ
て
か
ら
出
題
さ
れ

ま
す
が
、
問
題
箇
所
の
「
２
級
・
準
２
級

配
当
漢
字
」
が
読
め
な
く
て
は
答
え
が
書

け
な
い
と
い
う
出
題
傾
向
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
２
級
で
は
、
領
域
を
問
わ

ず
「
２
級
・
準
２
級
配
当
漢
字
」
が
重
要

な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

よ
く
心
得
て
学
習
し
て
お
く
こ
と
が
肝
要

で
す
。

2級の出題内容

出
題
内
容

領
　
域

①
短
文
中
の
漢
字
の
読
み（
音
・
訓
）

②
部
首

③
熟
語
の
構
成

④
四
字
熟
語

⑤
対
義
語
・
類
義
語

⑥
同
音
・
同
訓
異
字

⑦
誤
字
訂
正

⑧
漢
字
と
送
り
が
な

⑨
短
文
中
の
書
取
り
（
音
・
訓
）

読
み

部
首

読
み

読
み
・
書
き

読
み
・
書
き

読
み
・
書
き

読
み
・
書
き

読
み
・
書
き

書
き

常
用
漢
字
の
す
べ
て

読
み
・
書
き
・
部
首

高
校
で
習
う
読
み
に
注
意

２
級
・
準
２
級
配
当
漢
字
が
重
要
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内
容

級

8
級
 
7
級
 
6
級
 
5
級
 
4
級
 
3
級
 
準
2
級
 
2
級

短
文
中
の

漢
字
の
読
み

筆
順
・
画
数

漢
字
識
別

部
首
・
部
首
名

熟
語
の
構
成

三
・
四
字
熟
語

誤
字
訂
正

対
象
漢
字
数

漢

字

と

送
り
が
な

対

義

語

類

義

語

同
音
・
同
訓

異

字

短
文
中
の

書

取

り

○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○

○
 
○
 
○
 
○

 

 

○
 
○
 
 

○
 
○

 

○
 
 

○
 
○
 
 

○
 
○

 

 

 

○
 
○
 
○
 
○
 
○

 

 

○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○

 

○
 
 

○
 
○
 
○
 
○
 
○

 

 

 

 

 

 

○
 
○

 

○
 
 

○
 
○
 
○
 
○
 
○

 

 

 

 

 

○
 
○
 
○

○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

準
1
級
 
1
級

漢

字

え

ら

び

漢
字
識
別

部

首

読

み

国
字
を
含
む

書

取

り

熟

字

訓

 

当

て

字

熟
語
の
読
み

一
字
訓
読
み

常
用
漢
字
表

外
の
読
み

同
音
・
同

訓

異

字

故

事

こ
と
わ
ざ

約三
、〇
〇
〇
字

約六
、〇
〇
〇
字

文

章

題

（
書
き
・
読
み
）

旧

字

体

書
き
換
え

国

字

誤
字
訂
正

四
字
熟
語

送
り
が
な

二
字
熟
語

音
訓
判
断

誤
字
訂
正

四
四
〇
字

六
四
〇
字

八
二
五
字
一
、〇
〇
六
字
一
、三
二
二
字
一
、六
〇
七
字
一
、九
四
〇
字

三
字
熟
語

同
じ
部
首

の

漢

字

部

首

・

部

首

名

熟

語

の

構

成

対

義

語

 

類

義

語

四

字

の

熟

語
典
拠
の
あ
る

四
字
熟
語

漢

字

と

送
り
が
な

同
音
・
同

訓

異

字

級別出題内容（一例）

対
　

義
　

語

二
、一
三
六
字

○印は上欄と同じ
9・10級は省略

本書は出題が予想される形式で構成しています。実際の試験は、漢字能力検定協会の審査
基準の変更の有無にかかわらず、出題形式や問題数が変更されることもあります。

四
字
熟
語
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解
答
の
漢
字
は
、
筆
画
（
点
や
画
）
を

正
し
く
、
明
確
に
書
か
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
く
ず
し
た
字
体
や
、
乱
雑
な
書
き

方
は
採
点
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

一
画
一
画
、
は
ね
、
と
め
る
、
離
す
、

続
け
る
な
ど
も
正
確
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

字
体
と
し
て
は
、
小
学
校
の
教
科
書
に

使
用
さ
れ
て
い
る
文
字
の
字
体
が
理
想
的

で
す
。（
本
書
の
解
答
は
教
科
書
体
を
使
用
）

２
級
で
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
の

旧
字
体
、
常
用
漢
字
表
に
な
い
漢
字
な
ど

は
正
答
と
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
例
外
と
し
て
「
漢
検
」
で
正

答
と
認
め
ら
れ
る
字
体
（
許
容
字
体
）
が

あ
り
ま
す
（
例：

葛
と
葛
、
喩
と

な
ど
）。

ど
ち
ら
も
正
解
に
な
り
ま
す
が
、
巻
末
の

２
級
配
当
漢
字
表
で
違
い
を
確
認
し
て
お

く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

略
字
や
く
せ
字
も
、
漢
字
検
定
で
は
バ

ツ
な
の
で
、
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

音
読
み
・
訓
読
み
は
、
常
用

漢
字
音
訓
表
が
採
点
の
基
準
に
な
っ
て
い

ま
す
。
２
級
で
は
、
常
用
漢
字
音
訓
表
以

外
の
読
み
は
正
答
と
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
送
り
仮
名
の
付
け
方
」

（
内
閣
告
示
）
に
よ
り
ま
す
。

筆
順
は
、「
筆
順
指
導
の
手

引
」
が
基
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。

部
首
は
、
参
考
書
に
よ
っ
て

多
少
異
な
り
ま
す
が
、（
財
）日
本
漢
字
能
力

検
定
協
会
の
定
め
に
よ
っ
て
い
ま
す
（
Ｐ.

128
〜
143
に
掲
載
）。

二
〇
〇
点
満
点
で
、
八
割

の
正
解
が
合
格
点
の
目
安
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
六
〇
点
以
上
取
れ
ば
合
格
で
す
。

本
試
験
で
の
解
答
は
、
問

題
文
と
は
別
の
解
答
用
紙
に
記
入
し
ま
す
。

２
級
の
解
答
は
記
述
式
が
多
く
、
マ
ー
ク

シ
ー
ト
方
式
も
あ
り
ま
す
。

2級の採点基準

逸 

之 

衷

教
科
書
体逸 

之 

衷

明
　

朝
　

体

み
ん
ち
ょ
う
た
い

筆
画
を
正
し
く

は
ね
る 

と
め
る 

は
ら
う 

続
け
な
い 

点
つ
き

亨 

岬 

叔 

匂 

浦

こ
ん
な
字
は
バ
ツ

●
略
字

●
く
せ
字

●
旧
字
体

（傘）

（閑）

（江）

（拐）

（尚）

（筒）

（桟）

（逓）

（廃）

棧

廢

筆
画
を
正
確
に

教
科
書
体
が
基
準

そ
の
他
の
採
点
基
準

音
訓

送
り
が
な

筆
順

部
首

合
格
基
準

解
答
用
紙
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小
学
校
、
中
学
校
、
高
等

学
校
、
専
門
学
校
な
ど
の
児
童
、
生
徒
か

ら
大
学
生
、
社
会
人
ま
で
、
だ
れ
で
も
受

検
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
取
扱

書
店
、
取
扱
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
申
込
方
法

が
あ
る
の
で
自
分
の
好
き
な
方
法
を
選
ん

で
申
し
込
み
ま
し
ょ
う
。
学
校
や
企
業
な

ど
で
志
願
者
が
一
定
以
上
ま
と
ま
る
と
団

体
受
検
が
で
き
ま
す
。
申
込
方
法
は
個
人

の
場
合
と
変
わ
り
ま
す
。
団
体
受
検
で
は

条
件
を
満
た
せ
ば
団
体
の
学
校
や
会
社
の

な
か
で
受
検
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

検
定
料
は
変
わ
る
こ
と
が
あ

る
の
で
、
漢
字
検
定
の
広
告
や
問
合
せ
先

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
見
て
く
だ
さ
い
。

検
定
日
の
約
三
か
月
前
か

ら
約
一
か
月
前
ま
で
。
締
切
日
ま
で
に
願

書
を
送
ら
な
い
と
無
効
に
な
る
の
で
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

申
し
込
み
を
し
た
あ

と
で
受
検
希
望
の
級
や
受
検
会
場
を
変
更

し
た
り
、
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
り
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

検
定
協
会
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

全
国
主
要
都
市
。
願
書
に

記
載
さ
れ
て
い
る
検
定
会
場
か
ら
自
分
の

希
望
す
る
会
場
を
選
択
し
ま
す
。

六
〇
分
。
開
始
時
間
の
異

な
る
級
を
選
べ
ば
、
二
つ
以
上
の
級
を
受

検
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

検
定
日
か
ら
所
定
の
日

数
後
、合
格
者
に
は
合
格
証
書
、合
格
証
明

書
、検
定
結
果
通
知
な
ど
が
、ま
た
不
合
格

者
に
は
検
定
結
果
通
知
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

財
団
法
人
日
本
漢
字
能
力

検
定
協
会
の
本
部
（
〒

６００
—
８
５
８
５

京
都
市
下
京
区
烏
丸
通
松
原
下
る
五
条
烏

丸
町
三
九
八

電
話
〇
七
五
—

三
五
二
—

八

三
〇
〇
）
お
よ
び
東
京
事
務
局
（
〒

１００
—

０
０
０
４
　
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町

二
—

一
—

一

大
手
町
野
村
ビ
ル
　
電
話
〇

三
—

五
二
〇
五
—

〇
三
三
三
）。

検
定
日
の
注
意
事
項

①
受
検
票
を
忘
れ
ず
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

受
検
中
、
受
検
票
を
机
の
上
に
お
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

②
検
定
会
場
へ
自
動
車
や
バ
イ
ク
で
行
く

の
を
禁
止
し
て
い
る
会
場
が
多
い
の
で

事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
Ｈ
Ｂ
か
Ｂ
の
鉛
筆
、
ま
た
は
濃
い

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
を
持
参
し
ま
し
ょ

う
。
鉛
筆
は
二
本
、
ま
た
鉛
筆
が
け
ず

れ
る
簡
単
な
も
の
と
消
し
ゴ
ム
を
用
意

す
る
と
安
心
で
す
    。
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
万

年
筆
な
ど
の
使
用
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

④
検
定
開
始
の
一
五
分
前
に
検
定
会
場
に

入
る
の
で
、
遅
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

⑤
検
定
中
は
携
帯
電
話
の
電
源
を
必
ず
Ｏ

Ｆ
Ｆ
に
し
て
お
き
ま
す
。

⑥
検
定
が
終
わ
る
と
、
後
日
全
員
に
標
準

解
答
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
自
分
が
書
い

た
答
え
を
覚
え
て
い
る
う
ち
に
標
準
解

答
で
自
己
採
点
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑦
検
定
が
終
わ
っ
て
も
受
検
票
は
捨
て
な

い
で
、
合
否
通
知
が
届
く
ま
で
大
切
に

保
存
し
ま
し
ょ
う
。

2級の実施要項

※本書の情報は2012年3月現在のものです。

だ
れ
で
も
受
検
で
き
る

全
国
で
、定
期
的
に
実
施

受
検
資
格

申
込
方
法

検
定
料

申
込
期
間

申
込
後
の
変
更

検
定
日

検
定
会
場

検
定
時
間

合
否
の
発
表

問
合
せ
先


